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要
旨

実
朝
自
撰
と
み
ら
れ
る
定
家
所
伝
本
『
金
槐
和
歌
集
』
は
、
冒
頭
３

首
が
末
尾
３
首
に
照
応
し
、
廷
臣
と
し
て
後
鳥
羽
院
へ
の
狂
お
し
い
ま

で
の
帰
属
意
識
が
み
て
と
れ
る
。

実
朝
は
多
く
の
先
行
歌
に
学
び
、
摂
取
し
た
。
古
歌
ば
か
り
で
は
な

く
同
時
代
の
影
響
も
強
い
。
本
稿
は
後
鳥
羽
院
詠
が
い
か
に
反
映
し
て

い
る
か
を
検
討
し
た
。
表
現
の
み
を
借
り
て
い
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
歌

意
も
重
な
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
唱
和
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
歌
意
を

微
妙
に
ず
ら
し
て
も
い
る
。
実
朝
は
「
心
」
も
「
詞
」
も
後
鳥
羽
院
か

ら
多
様
に
摂
取
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
定
家
所
伝
本
成
立
後
の
後
鳥

羽
院
詠
、
実
朝
没
後
、
承
久
の
乱
を
企
て
た
院
が
隠
岐
流
謫
の
身
で
詠

ん
だ
と
さ
れ
る
『
詠
五
百
首
和
歌
』
に
実
朝
詠
に
通
じ
る
も
の
が
み
え

る
点
に
も
言
及
す
る
。

１
、
は
じ
め
に

後
鳥
羽
院
よ
り
「
実
朝
」
の
名
を
賜
り
、
数
え
年
十
二
歳
の
三
代

将
軍
は
歩
み
始
め
た
。
不
穏
な
政
治
背
景
か
ら
生
涯
逃
れ
る
こ
と
の

な
か
っ
た
東
国
の
覇
者
は
、
こ
よ
な
く
和
歌
を
愛
し
た
の
で
あ
る
。

二
十
二
歳
に
し
て
自
撰
と
考
え
ら
れ
る
家
集
・
定
家
所
伝
本
『
金
槐
和

歌
集
』
が
成
立
。
没
後
、「
鎌
倉
右
大
臣
」
と
し
て
勅
撰
歌
人
に
名
を

連
ね
る
こ
と
に
な
る
。

実
朝
は
、
終
生
、
鎌
倉
と
そ
の
周
辺
と
い
う
関
東
の
地
を
離
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
定
家
所
伝
本
『
金
槐
和
歌
集
』
雑
部
に
は
、
地
域
性

が
詠
み
込
ま
れ
、
実
朝
の
面
目
躍
如
た
る
個
性
的
な
和
歌
が
見
出
せ
る
。

今
日
、
実
朝
の
名
歌
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
の
多
く
は
雑
部
の
歌
で
あ

る
。
し
か
し
、
定
家
所
伝
本
に
お
け
る
実
朝
の
歌
人
と
し
て
の
姿
勢
は

基
本
的
に
、「
周
縁
に
あ
る
者
」
で
は
な
く
「
都
人
」
で
あ
り
、「
将
軍
」

で
は
な
く
「
廷
臣
」
で
あ
り
、
集
全
体
を
見
渡
せ
ば
、
地
方
性
は
希
薄

実
朝
と
後
鳥
羽
院

　
　

―

定
家
所
伝
本
『
金
槐
和
歌
集
』
を
め
ぐ
る
試
論―

今　

関　
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子

キ
ー
ワ
ー
ド
・
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廷
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影
響
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係
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で
あ
る①

。

実
朝
は
、
古
歌
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
同
時
代
の
先
行
歌
に
も
多
く

を
学
ん
だ
。
夙
に
斎
藤
茂
吉
は
、
後
鳥
羽
院
詠
の
実
朝
へ
の
影
響
を
指

摘
し
て
お
り②

、
原
田
正
彦
は
実
朝
と
新
古
今
成
立
期
と
の
関
連
を
精
査

し
、
後
鳥
羽
院
歌
壇
の
影
響
の
深
さ
を
論
じ
て
い
る③

。
さ
ら
に
安
保
如

子
は
、
実
朝
の
『
露
色
随
詠
集
』
享
受
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る④

。

当
時
、
京
と
鎌
倉
の
交
通
は
き
わ
め
て
盛
ん
で
あ
っ
た
。
中
央
の
情

報
は
そ
れ
ほ
ど
の
日
数
を
経
ず
に
鎌
倉
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
『
吾

妻
鏡
』
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
政
治
上
の
必
要
性
に
付
随
し
て
人
も
文
化

も
豊
か
に
往
来
し
た
。
西
行
も
鴨
長
明
も
実
朝
に
面
会
し
て
い
る
の
は

周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
実
朝
に
教
え
を
乞
わ
れ
た
藤
原
定
家
は
『
近

代
秀
歌
』
を
贈
り
、
歌
の
道
を
説
い
た
。
具
体
的
な
詳
細
は
摑
み
難
い

の
だ
が
、
京
の
歌
壇
の
情
報
は
、
か
な
り
広
範
囲
に
豊
富
に
実
朝
に
伝

わ
っ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。

建
保
三
年
に
催
さ
れ
た
『
院
四
十
五
番
歌
合
』
が
実
朝
に
贈
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
鳥
羽
院
の
実
朝
懐
柔
策
と
み
る
見
解⑤

が
出

さ
れ
て
い
る
。
両
者
は
政
治
的
に
、
互
い
に
そ
の
存
在
を
意
識
せ
ざ
る

を
得
な
い
位
置
に
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
、
和
歌
の
創
造
の
上
で
後
鳥
羽
院
詠
が
い
か
に
影
響
し
て

い
る
か
に
つ
い
て
、
定
家
所
伝
本
『
金
槐
和
歌
集
』
を
め
ぐ
っ
て
考
え

た
い
。

２
、
冒
頭
部
に
み
る
後
鳥
羽
院
敬
慕―

終
結
部
と
の
照
応

《
定
家
所
伝
本
『
金
槐
和
歌
集
』
の
特
徴―

言
葉
の
連
鎖
と
配
列
構
成
》

　

源
実
朝
の
家
集
『
金
槐
和
歌
集
』
の
伝
本
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
、

定
家
所
伝
本
の
他
に
は
、
後
代
に
編
纂
さ
れ
た
貞
享
本
（
柳
営
亜
槐
本
）

が
あ
り
、
歌
数
、
配
列
、
編
纂
意
図
は
全
く
異
な
る⑥

。

定
家
所
伝
本
『
金
槐
和
歌
集
』（
以
下
、
定
家
所
伝
本
と
略
す⑦

）
は

次
の
よ
う
に
始
ま
る
。

　
　

正
月
一
日
よ
め
る

１
今
朝
見
れ
ば
山
も
霞
み
て
ひ
さ
か
た
の
天
の
原
よ
り
春
は
来
に

け
り
（
１
）

　
　

立
春
の
心
を
よ
め
る

２
九
重
の
雲
居
に
春
ぞ
立
ち
ぬ
ら
し
大
内
山
に
霞
た
な
び
く
（
２
）

　
　

故
郷
立
春

３
朝
霞
立
て
る
を
見
れ
ば
み
づ
の
え
の
吉
野
の
宮
に
春
は
来
に
け

り
（
７
）

（
定
家
所
伝
本
の
配
列
構
成
の
独
自
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
括
弧
内
に

貞
享
本
の
国
歌
大
観
番
号
を
記
し
、
同
語
・
同
語
句
に　
　

を
、
類
似
表
現
・

対
照
表
現
に
傍
線
を
付
し
て
比
較
す
る
。
以
下
、
本
論
で
は
比
較
の
際
に
同
じ

方
法
を
用
い
る
。）

　
　

部
、
傍
線
部
を
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
冒
頭

３
首
は
言
語
が
連
鎖
し
、
互
い
に
響
き
合
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
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よ
う
な
言
葉
の
連
鎖
は
、
作
品
中
に
散
見
さ
れ
、
定
家
所
伝
本
を
特
徴

づ
け
て
い
る
。
貞
享
本
・
春
冒
頭
の
配
列
に
比
較
し
て
も
そ
れ
は
明
ら

か
で
あ
る
。（
定
家
所
伝
本
冒
頭
３
首
と
同
歌
に
─ 　
　

 

─ 

を
付
し
、
括
弧
内
に

は
定
家
所
伝
本
・
国
歌
大
観
番
号
を
付
す
。）

　
　

正
月
一
日
よ
め
る

１
─ 

今
朝
見
れ
ば
山
も
霞
み
て
ひ
さ
か
た
の
天
の
原
よ
り
春
は
来

に
け
り ─ （
１
）

　
　

春
の
は
じ
め
の
歌

２
─ 

九
重
の
雲
居
に
春
ぞ
立
ち
ぬ
ら
し
大
内
山
に
霞
た
な
び
く 

─ 

（
２
）

３
山
里
に
家
居
は
す
べ
し
鶯
の
鳴
く
初
声
を
聞
か
ま
ほ
し
さ
に
（
７
）

４
う
ち
な
び
き
春
さ
り
来
れ
ば
楸
生
ふ
る
片
山
影
に
鶯
ぞ
鳴
く
（
６
）

　
　

春
の
は
じ
め
に
雪
の
降
る
を
見
て

５
か
き
く
ら
し
猶
降
る
雪
の
寒
け
れ
ば
春
と
も
知
ら
ぬ
谷
の
鶯
（
４
）

６
春
立
た
ば
若
菜
摘
ま
む
と
占
め
置
き
し
野
辺
と
も
見
え
ず
雪
の

降
れ
れ
ば
（
５
）

７
─ 

朝
霞
立
て
る
を
見
れ
ば
み
づ
の
え
の
吉
野
の
宮
に
春
は
来
に

け
り ─ （
３
）

貞
享
本
で
は
２
番
歌
と
３
番
歌
の
間
に
４
首
を
挟
む
。
定
家
所
伝
本

に
み
え
る
言
葉
の
連
鎖
、
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
は
、
こ
の
配
列
で
は
崩

れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
定
家
所
伝
本
に
顕
著
な
の
は
、
周
到
な
配
列
構
成
で
あ
り
、

部
立
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
整
合
性
を
認
め
得
る
の
だ
が
、
四
季
の
部

の
配
列
は
、
時
間
序
列
に
き
わ
め
て
正
確
で
あ
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

霞
に
春
の
到
来
を
み
た
冒
頭
３
首
で
あ
る
が
、
霞
の
行
方
は
他
の
景
物

の
変
化
同
様
、
時
間
の
経
過
を
示
し
て
い
る
。

19
早
蕨
の
萌
え
出
づ
る
春
に
な
り
ぬ
れ
ば
野
辺
の
霞
も
た
な
び
き

に
け
り
（
44
）

20
み
冬
つ
ぎ
春
し
来
ぬ
れ
ば
青
柳
の
葛
城
山
に
霞
た
な
び
く
（
11
）

21
お
ほ
か
た
に
春
の
来
ぬ
れ
ば
春
霞
四
方
の
山
辺
に
立
ち
満
ち
に

け
り
（
10
）

22
お
し
な
べ
て
春
は
来
に
け
り
筑
波
嶺
の
木
の
下
ご
と
に
霞
た
な

び
く
（
12
）

こ
の
４
首
に
も
言
葉
の
連
鎖
を
認
め
得
る
。
冒
頭
の
春
の
始
ま
り
か
ら

時
間
が
進
み
、
霞
は
山
の
上
か
ら
野
辺
に
も
木
々
の
も
と
に
も
隈
な
く

立
ち
込
め
、
広
が
り
、
あ
た
り
は
す
っ
か
り
春
に
な
る
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
春
も
終
わ
り
に
な
る
と
霞
は
す
っ
か
り
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。

114
い
づ
か
た
に
行
き
隠
る
ら
む
春
霞
立
ち
出
で
て
山
の
端
に
も
見

え
な
で
（
127
）

こ
の
よ
う
な
時
間
の
認
識
は
貞
享
本
に
は
な
い
。
言
葉
の
連
鎖
と
時

間
序
列
の
正
確
さ
は
、
定
家
所
伝
本
の
特
徴
で
あ
り
、
実
朝
自
撰
の
証

左
と
も
な
り
得
る⑧

。

《
冒
頭
に
み
る
先
行
作
品
の
影
響
》

冒
頭
歌
を
、
語
・
語
句
・
発
想
の
上
で
影
響
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
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る
先
行
歌
と
比
較
し
て
み
よ
う
。

１
今
朝
見
れ
ば
山
も
霞
み
て
ひ
さ
か
た
の
天
の
原
よ
り
春
は
来
に

け
り
（
１
）

春
立
つ
と
い
ふ
ば
か
り
に
や
み
吉
野
の
山
も
霞
み
て
今
朝
は
見

ゆ
ら
ん 

（
拾
遺
・
春
１
・
壬
生
忠
岑
）

今
朝
見
れ
ば
霞
の
衣
お
り
か
け
て
賤し
づ
は
た
や
ま

機
山
に
春
は
来
に
け
り

（
続
古
今
・
春
歌
上
３
・
藤
原
兼
実
）

み
吉
野
は
山
も
霞
み
て
白
雪
の
降
り
に
し
里
に
春
は
来
に
け
り

（
新
古
今
・
春
歌
上
１
・
藤
原
良
経
）

２
九
重
の
雲
居
に
春
ぞ
立
ち
ぬ
ら
し
大
内
山
に
霞
た
な
び
く

（
２
）

ほ
の
ぼ
の
と
春
こ
そ
空
に
来
に
け
ら
し
天
の
香
具
山
霞
た
な
び
く

（
新
古
今
・
春
歌
上
２
／
後
鳥
羽
院
御
集
・

元
久
二
年
三
月
日
吉
三
十
首
御
会
1320
）

ひ
さ
か
た
の
雲
居
に
春
の
立
ち
ぬ
れ
ば
空
に
ぞ
霞
む
天
の
香
具
山

（
続
後
撰
・
春
歌
上
６
・
藤
原
良
経
）

３
朝
霞
立
て
る
を
見
れ
ば
み
づ
の
え
の
吉
野
の
宮
に
春
は
来
に
け
り

（
７
）

春
霞
立
て
る
を
見
れ
ば
あ
ら
た
ま
の
年
は
山
よ
り
越
ゆ
る
な
り

け
り 

（
拾
遺
・
春
２
・
紀
文
幹
）

「
霞
」「
霞
む
」「
山
」
の
語
を
含
む
立
春
を
先
行
歌
に
広
く
学
ん
で
い

る
こ
と
が
看
取
さ
れ
よ
う
。

ま
ず
、
壬
生
忠
岑
「
春
立
つ
と
…
」
は
、『
近
代
秀
歌
』
の
秀
歌
例

（
国
歌
大
観
番
号
28
）
に
載
る
一
首
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
１
番
歌
に
表

現
が
重
な
る
だ
け
で
は
な
い
。「
立
春
」「
吉
野
」「
山
」「
霞
む
」「
今
朝
」

と
い
う
定
家
所
伝
本
冒
頭
３
首
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
忠
岑
詠
と
、
３
番
歌
に
表
現
の
重
な
る
紀
文
幹
詠
は
、
次
に
引
用

す
る
『
拾
遺
集
』
春
の
冒
頭
部
を
構
成
す
る
。

１
春
立
つ
と
い
ふ
ば
か
り
に
や
み
吉
野
の
山
も
霞
み
て
今
朝
は
見

ゆ
ら
ん 

（
壬
生
忠
岑
）

２
春
霞
立
て
る
を
見
れ
ば
あ
ら
た
ま
の
年
は
山
よ
り
越
ゆ
る
な
り

け
り 

（
紀
文
幹
）

３
昨
日
こ
そ
年
は
暮
れ
し
か
春
霞
春
日
の
山
に
は
や
立
ち
に
け
り

 

（
山
部
赤
人
）

４
吉
野
山
峰
の
白
雪
い
つ
消
え
て
今
朝
は
霞
の
立
ち
か
は
る
ら
ん

 

（
源
重
之
）

『
拾
遺
集
』
冒
頭
の
４
首
は
、「
山
」（
吉
野
山
・
春
日
山
・
特
定
し
な

い
山
）
と
「
霞
」
に
表
象
さ
れ
る
春
の
到
来
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
定

家
所
伝
本
に
類
似
性
を
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。
春
冒
頭
の
表
現
と
配
列

が
『
拾
遺
集
』
に
触
発
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。

《
後
鳥
羽
院
敬
慕
》

一
方
、
相
違
も
あ
る
。
定
家
所
伝
本
冒
頭
部
３
首
の
配
列
の
特
徴
は
、

連
想
に
よ
る
場
面
の
移
動
で
あ
る
。
既
に
触
れ
た
実
朝
の
基
本
的
な
詠

歌
姿
勢
、
都
人
た
る
自
己
把
握
に
鑑
み
る
な
ら
、
１
番
歌
は
、
鎌
倉
で
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は
な
く
、
京
に
い
る
詠
歌
者
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
ま
ず
、
１
「
今
朝
見
れ
ば
…
」
で
は
洛
中
か
ら
眺
め
る
山
と
霞
に

春
の
到
来
を
知
り
、
２
「
九
重
の
…
」
で
は
山
か
ら
大
内
山
を
連
想
し

て
宮
中
の
春
に
思
い
を
馳
せ
、
３
「
朝
霞
…
」
で
は
、
さ
ら
に
旧
都
の

春
を
想
像
す
る
。「
山
」
と
「
霞
」
を
詠
み
な
が
ら
こ
の
よ
う
に
空
間

は
移
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

定
家
所
伝
本
冒
頭
歌
３
首
の
う
ち
、
宮
中
へ
思
い
を
馳
せ
る
２
番
歌

「
九
重
の
雲
居
に
春
ぞ
立
ち
ぬ
ら
し
大
内
山
に
霞
た
な
び
く
」
は
、
後

鳥
羽
院
詠
「
ほ
の
ぼ
の
と
春
こ
そ
空
に
来
に
け
ら
し
天
の
香
具
山
霞
た

な
び
く
」
の
構
造
に
学
び
、
第
五
句
を
そ
の
ま
ま
借
り
、
良
経
歌
な
ど

も
参
考
に
し
つ
つ
「
九
重
」「
雲
居
」「
大
内
山
」
の
語
を
用
い
て
、
宮

中
の
春
の
詠
に
仕
立
て
た
の
で
あ
る
。
恰
も
、
大
君
の
詠
歌
に
共
感
し

て
、
御
座
所
の
雲
居
の
春
を
こ
ん
な
風
に
詠
み
ま
し
た
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
、
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
作
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
の
２
番
歌
つ
い
て
樋
口
芳
麻
呂
は
、「
後
鳥
羽
院
に
対
す
る
敬
意

を
詠
ん
だ
六
六
三
と
見
事
に
照
応⑨

」
す
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
後
鳥

羽
院
詠
の
「
春
こ
そ
空
に
来
に
け
ら
し
」
は
、
２
番
歌
の
み
な
ら
ず
１

番
歌
「
天
の
原
よ
り
春
は
来
に
け
り
」
に
も
通
じ
る
。
さ
ら
に
、
３
番

歌
の
旧
都
へ
の
思
い
を
併
せ
考
え
る
と
、
冒
頭
３
首
に
は
、
後
鳥
羽
院

と
宮
廷
へ
の
尊
重
と
敬
意
の
表
明
を
み
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
従
っ
て
、

２
番
歌
と
663
番
歌
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
冒
頭
歌
３
首
は
、
最
終
歌
３

首
に
照
応
す
る
。

661
大
君
の
勅
を
か
し
こ
み
ち
ち
わ
く
に
心
は
別
く
と
も
人
に
言
は

め
や
も
（
679
）

662
東
の
国
に
我
が
居
れ
ば
朝
日
射
す
藐
姑
射
や
の
山
の
影
（
か
げ
）

と
な
り
に
き
（
681
）

663
山
は
裂
け
海
は
浅
せ
な
む
世
な
り
と
も
君
に
ふ
た
心
我
が
あ
ら

め
や
も
（
680
・
新
勅
撰
1204
）

定
家
所
伝
本
『
金
槐
和
歌
集
』
は
、
後
鳥
羽
院
敬
慕
に
始
ま
り
、
廷
臣

と
し
て
の
絶
唱
を
も
っ
て
閉
じ
ら
れ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

３
、
後
鳥
羽
院
詠
摂
取
の
様
相

冒
頭
か
ら
終
結
に
至
る
ま
で
の
詠
歌
過
程
に
、
後
鳥
羽
院
詠
の
反
映

を
み
て
い
く
。

影
響
の
質
と
濃
度
を
的
確
に
摑
む
の
は
な
か
な
か
困
難
な
作
業
で
あ

る
。
２
首
の
歌
を
比
較
す
る
場
合
、
よ
く
使
わ
れ
る
語
や
言
い
回
し
が
、

偶
然
の
一
致
な
の
か
、
意
図
的
な
踏
襲
な
の
か
判
断
し
難
い
こ
と
が
あ

る
。
数
首
の
影
響
が
重
な
っ
て
い
て
、
一
人
の
歌
人
に
の
み
触
発
さ
れ

た
と
は
言
え
ぬ
場
合
も
多
い
。

斎
藤
茂
吉
は
こ
の
よ
う
な
例
を
も
含
め
て
、
影
響
関
係
が
考
え
ら
れ

る
後
鳥
羽
院
歌
と
実
朝
歌
を
列
挙
し
て
い
る
が
、
重
要
な
の
は
、「
後

鳥
羽
院
と
実
朝
と
心
の
集
め
方
に
ど
こ
か
類
似
の
点
を
見
出
す
こ
と
が

出
来
る
の
で
あ
る
」「
本
歌
取
り
す
る
傾
向
が
何
と
な
く
似
て
ゐ
る
や

（212）
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う
に
お
も
は
れ
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。

以
下
、
類
似
性
・
共
通
性
の
み
ら
れ
る
実
朝
詠
と
後
鳥
羽
院
詠
を
比

較
し
つ
つ
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
試
み
た
い
。
茂
吉
も
拾
っ
て
い
る
和

歌
に
は
＊
印
を
付
す
。

《
影
響
関
係
の
判
断
し
難
い
場
合
》

よ
く
使
わ
れ
る
表
現
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
そ
う
で
は
な
く
と
も
後
鳥

羽
院
詠
の
影
響
が
濃
い
と
は
言
え
ぬ
例
を
挙
げ
る
。

【
例
１
】
28
春
雨
の
露
も
ま
だ
乾
ぬ
梅
が
枝
に
上
毛
し
を
れ
て
鶯
ぞ
鳴

く
（
16
）

秋
暮
れ
て
露
も
ま
だ
乾
ぬ
楢
の
葉
に
お
し
て
時
雨
の
あ
め

そ
そ
ぐ
な
り 

（
夫
木
・
巻
十
六
6340
／
後
鳥
羽
院
御
集
・

建
仁
元
年
六
月
千
五
百
番
御
歌
合
457
）

「
露
も
ま
だ
乾
ぬ
」
の
用
例
に
は
「
い
つ
し
か
と
降
り
添
ふ
今
朝
の

時
雨
か
な
露
も
ま
だ
乾
ぬ
秋
の
名
残
に
（
続
古
今
・
冬
歌
542
・
藤
原
俊

成
）」
も
あ
る
。
ま
た
、「
村
雨
の
露
も
ま
だ
乾
ぬ
槙
の
葉
に
霧
た
ち
の

ぼ
る
秋
の
夕
暮
（
新
古
今
・
秋
歌
下
491
・
寂
蓮
）」
は
、
上
の
句
の
構

造
が
同
じ
。
先
行
歌
は
い
ず
れ
も
秋
歌
で
あ
る
。
実
朝
は
「
時
雨
」「
村

雨
」
を
「
春
雨
」
に
換
え
、
鶯
を
配
し
て
春
歌
に
仕
立
て
て
い
よ
う
。

【
例
２
】
117
惜
し
み
こ
し
花
の
袂
も
脱
ぎ
か
へ
つ
人
の
心
ぞ
夏
に
は
あ

り
け
る
（
133
）

惜
し
み
こ
し
花
や
紅
葉
の
名
残
さ
へ
さ
ら
に
お
ぼ
ゆ
る
年

の
暮
か
な 

（
風
雅
・
冬
歌
893
／
後
鳥
羽
院
御
集
・

建
仁
元
年
三
月
内
宮
御
百
首
270
）

実
朝
詠
の
発
想
は
「
夏
衣
花
の
袂
に
脱
ぎ
か
へ
て
春
の
形
見
も
と
ま

ら
ざ
り
け
り
（
千
載
・
夏
歌
136
・
大
江
匡
房
）」「
折
節
も
移
れ
ば
か
へ

つ
世
の
中
の
人
の
心
の
花
染
め
の
袖
（
新
古
今
・
夏
歌
179
・
俊
成
女
）」

「
い
つ
し
か
と
今
日
脱
ぐ
袖
よ
花
の
色
の
う
つ
れ
ば
変
る
心
な
り
け
り

（
拾
遺
愚
草
216
・
藤
原
定
家
）」
に
重
な
り
、
後
鳥
羽
院
詠
の
歌
意
と
の

関
連
は
薄
い
。「
惜
し
み
こ
し
」
は
実
朝
同
時
代
よ
り
使
わ
れ
る
新
し

い
表
現
。『
後
鳥
羽
院
御
集
』
に
は
も
う
２
例
「
惜
し
み
こ
し
」
の
例

「
1645
い
つ
ま
で
か
跡
を
も
雪
に
惜
し
み
こ
し
春
に
ま
か
す
る
柴
の
庵
か

な
（
建
仁
元
年
十
一
月
釈
阿
九
十
賀
御
会
）」「
惜
し
み
こ
し
同
じ
名
残

の
ゆ
か
り
と
て
花
の
道
よ
り
春
や
行
く
ら
む
（
後
鳥
羽
院
御
集
・
建
保

四
年
二
月
御
百
首
520
）」
が
あ
る
が
、
建
保
四
年
は
定
家
所
伝
本
成
立

後
で
あ
る
。
む
し
ろ
小
侍
従
「
惜
し
み
こ
し
花
の
袂
は
そ
れ
な
が
ら
憂

き
身
を
替
ふ
る
今
日
と
な
ら
ば
や
（
太
皇
太
后
小
侍
従
集
28
）」
に
近

く
、
さ
ら
に
実
朝
詠
は
屈
託
が
な
い
と
言
え
よ
う
か
。

【
例
３
】
159
住
む
人
も
な
き
宿
な
れ
ど
荻
の
葉
の
露
を
尋
ね
て
秋
は
来

に
け
り
（
186
）

野
原
よ
り
露
の
ゆ
か
り
を
尋
ね
来
て
我
が
衣
手
に
秋
風
ぞ

吹
く 

（
新
古
今
・
秋
歌
下
471
／
後
鳥
羽
院
御
集
・

元
久
元
年
十
二
月
賀
茂
上
社
三
十
首
御
会
1243
）

「
し
き
た
へ
の
枕
の
上
を
過
ぎ
ぬ
な
り
露
を
尋
ぬ
る
秋
の
初
風
（
新

古
今
・
秋
歌
上
295
・
源
具
親
）」
に
よ
り
強
く
触
発
さ
れ
た
可
能
性
が

（211）
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考
え
ら
れ
る
。

【
例
４
】
208
浅
茅
原
露
し
げ
き
庭
の
蟋
蟀
秋
深
き
夜
の
月
に
鳴
く
な
り

（
252
）

秋
更
け
ぬ
鳴
け
や
霜
夜
の
蟋
蟀
や
や
影
寒
し
蓬
生
の
月

（
新
古
今
・
秋
歌
下
517
／
後
鳥
羽
院
御
集
・

建
仁
元
年
九
月
五
十
首
御
会
1183
）

蟋
蟀
と
月
の
取
り
合
わ
せ
、
深
ま
る
秋
の
夜
と
い
う
共
通
項
は
あ
る

の
だ
が
、
院
の
詠
に
深
く
影
響
さ
れ
て
い
る
と
い
う
決
定
的
な
根
拠
と

は
な
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

【
例
５
】
219
鳴
き
わ
た
る
雁
の
羽
風
に
雲
消
え
て
夜
深
き
空
に
澄
め
る

月
影
（
227
）

雲
居
飛
ぶ
雁
の
羽
風
に
月
さ
え
て
鳥
羽
田
の
里
に
衣
打
つ

な
り 

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
承
元
元
年
十
一
月

最
勝
四
天
王
院
御
障
子
1433
）

上
の
句
は
院
の
詠
に
構
造
が
似
る
が
、
詠
ま
れ
る
光
景
は
「
村
雲
や

雁
の
羽
風
に
晴
れ
ぬ
ら
む
声
聞
く
空
に
澄
め
る
月
影
（
新
古
今
・
秋
歌

下
504
・
朝
恵
法
師
）」
に
は
る
か
に
近
い
。

【
例
６
】
309
小
夜
更
け
て
雲
間
の
月
の
影
見
れ
ば
袖
に
知
ら
れ
ぬ
霜
ぞ

置
き
け
る
（
342
）

い
つ
し
か
と
荻
の
上
葉
も
お
と
づ
れ
て
袖
に
知
ら
る
る
秋

の
初
風 

（
続
拾
遺
・
秋
歌
上
219
／
夫
木
・
秋
歌
上
782
／

後
鳥
羽
院
御
集
・
正
治
二
年
八
月
御
百
首
36
）

「
桜
散
る
木
の
下
風
は
寒
か
ら
で
空
に
知
ら
れ
ぬ
雪
ぞ
降
り
け
る
（
古

今
・
春
64
・
紀
貫
之
）」
に
下
の
句
の
構
造
は
学
ん
だ
で
あ
ろ
う
。「
袖

に
知
ら
れ
ぬ
」
の
用
例
に
は
「
窓
の
雪
池
の
氷
も
消
え
ず
し
て
袖
に
知

ら
れ
ぬ
春
の
初
風
（
秋
篠
月
清
集
401
・
藤
原
良
経
）」「
吉
野
山
花
は
匂

ひ
に
こ
ぼ
れ
落
ち
て
袖
に
知
ら
れ
ぬ
峰
の
春
風
（
壬
二
集
2125
・
藤
原
家

隆
）」
が
み
ら
れ
る
が
、
同
時
代
詠
の
「
袖
」
に
感
知
さ
れ
る
の
は
「
風
」

で
あ
る
。
実
朝
は
「
霜
」
に
換
え
て
冬
の
夜
の
光
景
に
転
じ
て
い
る
。

「
草
結
ぶ
小
野
の
篠
原
月
冴
え
て
ま
だ
し
き
霜
の
袖
に
知
ら
る
る
（
夫

木
・
雑
部
十
八
16881
・
如
願
法
師
）」
の
影
響
も
あ
ろ
う
か
。

【
例
７
】
344
白
雪
の
ふ
る
の
山
な
る
杉
叢
の
過
ぐ
る
ほ
ど
な
き
年
の
暮

か
な
（
401
）

我
が
身
世
に
ふ
る
の
山
辺
の
山
桜
う
つ
り
に
け
り
な
な
が

め
せ
し
ま
に 

（
風
雅
・
春
歌
下
237
／
後
鳥
羽
院
御
集
・

元
久
元
年
十
二
月
住
吉
三
十
首
御
会
1294
）

「
ふ
る
の
山
な
る
杉
叢
の
」
が
序
詞
的
に
使
わ
れ
る
例
は
万
葉
歌
「
石

上
ふ
る
の
山
な
る
杉
叢
の
思
ひ
過
ぐ
べ
き
君
に
あ
ら
な
く
に
（
万
葉
・

巻
三
425 

422
・
丹
生
王
）」
に
み
ら
れ
る
。
後
鳥
羽
院
詠
は
、
小
町
歌
「
花

の
色
は
う
つ
り
に
け
り
な
い
た
づ
ら
に
我
が
身
よ
に
ふ
る
な
が
め
せ
し

ま
に
」
の
本
歌
取
り
。
影
響
は
薄
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

《
語
・
語
句
の
踏
襲
》

一
方
、
歌
意
は
重
な
ら
な
く
と
も
、
後
鳥
羽
院
詠
に
使
用
さ
れ
る

語
・
語
句
の
頻
度
が
当
時
の
状
況
の
中
で
低
い
場
合
に
は
、
実
朝
が
踏

（210）
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襲
し
た
可
能
性
は
高
い
。

【
例
１
】
71
は
か
な
く
て
暮
れ
ぬ
と
思
を
お
の
づ
か
ら
有
明
の
月
に
秋

ぞ
残
れ
る
（
303
）

冬
の
来
て
紅
葉
吹
き
降
ろ
す
三
室
山
嵐
の
末
に
秋
ぞ
残
れ
る

（
続
拾
遺
・
冬
歌
378
／
後
鳥
羽
院
御
集
・

建
仁
元
年
三
月
外
宮
御
百
首
357
）

365
岩
に
む
す
苔
の
緑
の
深
き
色
を
幾
千
代
ま
で
と
誰
か
染
め

け
む
（
668
）

岩
に
む
す
苔
踏
み
な
ら
す
み
熊
野
の
山
の
か
ひ
あ
る
行
く

末
も
が
な 

（
新
古
今
・
神
祇
歌
1907
）

403
奥
山
の
苔
踏
み
な
ら
す
小
牡
鹿
も
深
き
心
の
ほ
ど
は
知
ら

な
む
（
419
）

岩
に
む
す
苔
踏
み
な
ら
す
み
熊
野
の
山
の
か
ひ
あ
る
行
く

末
も
が
な 

（
新
古
今
・
神
祇
歌
1907
）

71
「
秋
ぞ
残
れ
る
」
365
「
岩
に
む
す
苔
」
403
「
苔
踏
み
な
ら
す
」
は

実
朝
同
時
代
ま
で
に
は
後
鳥
羽
院
詠
以
外
に
見
当
た
ら
ぬ
表
現
で
あ

る
。
影
響
関
係
は
疑
い
得
な
い
。

【
例
２
】＊
８
松
の
葉
の
白
き
を
見
れ
ば
春
日
山
木
の
芽
も
春
の
雪
ぞ
降

り
け
る
（
19
）

＊
310
小
夜
更
け
て
稲
荷
の
宮
の
杉
の
葉
に
白
く
も
霜
の
置
き
に

け
る
か
な
（
629
）

311
冬
籠
り
そ
れ
と
も
見
え
ず
山
林
の
山
杉
の
葉
白
く
雪
の
振

れ
れ
ば
（
380
）

春
の
来
て
な
ほ
降
る
雪
は
消
え
も
あ
へ
ず
杉
の
葉
白
き
曙

の
空 

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
建
仁
元
年
三
月
外
宮
御
百
首
303
）

鶯
の
鳴
け
ど
も
い
ま
だ
降
る
雪
に
杉
の
葉
白
き
逢
坂
の
山

（
新
古
今
・
春
歌
上
18
／
後
鳥
羽
院
御
集
・

建
仁
二
年
二
月
十
日
影
供
御
歌
合
1571
）

雪
や
霜
の
た
め
に
白
く
染
ま
る
針
葉
樹
３
首
。
８
番
歌
は
構
造
の
似

る
「
霞
立
ち
木
の
芽
も
春
の
雪
降
れ
ば
花
な
き
里
も
花
ぞ
散
り
け
る

（
古
今
・
春
上
９
・
紀
貫
之
）」
の
影
響
が
大
き
い
に
相
違
な
く
、
ま
た
、

「
松
の
葉
白
き
」
の
用
例
は
「
吉
野
山
今
年
も
雪
の
故
郷
に
松
の
葉
白

き
春
の
曙
（
新
後
拾
遺
・
春
歌
上
８
・
藤
原
良
経
）」
に
見
え
る
。
310 

311
は
「
杉
の
葉
」。「
杉
の
葉
白
き
」
は
勅
撰
集
・
私
撰
集
・
私
家
集
を

通
じ
後
鳥
羽
院
歌
以
外
に
用
例
が
な
い
。
詠
ま
れ
る
光
景
は
多
少
異
な

る
も
の
の
、
杉
に
積
も
る
雪
に
着
目
し
た
院
の
美
意
識
へ
の
共
感
が
あ

ろ
う
。

【
例
３
】
42
浅
茅
原
ゆ
く
ゑ
も
知
ら
ぬ
野
辺
に
出
て
故
郷
人
は
菫
摘
み

け
り
（
108
）

浅
茅
生
の
月
吹
く
風
に
秋
た
け
て
故
郷
人
は
衣
打
つ
な
り

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
建
仁
元
年
八
月
十
五
夜
撰
歌
合
1553
）

216
塩
釜
の
浦
吹
く
風
に
秋
た
け
て　

籬
の
島
に
月
傾
き
ぬ

（
282
）

浅
茅
生
の
月
吹
く
風
に
秋
た
け
て
故
郷
人
は
衣
打
つ
な
り

（209）
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（
後
鳥
羽
院
御
集
・
建
仁
元
年
八
月
十
五
夜
撰
歌
合
1553
）

同
じ
和
歌
の
別
の
語
・
語
句
を
摂
取
し
た
例
。
後
述
す
る
245
番
歌
に

は
、
さ
ら
に
内
容
的
な
摂
取
が
み
ら
れ
る
。

【
例
４
】＊
130
夕
闇
の
た
づ
た
づ
し
き
に
時
鳥
声
う
ら
悲
し
道
や
惑
へ
る

（
144
）

た
そ
が
れ
の
た
づ
た
づ
し
さ
に
藤
の
花
折
り
迷
ふ
袖
に
春

雨
の
空 

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
建
仁
元
年
三
月
十
八
日

影
供
御
歌
合
1526
）

「
た
づ
た
づ
し
」
に
は
万
葉
の
用
例
「
夕
闇
は
道
た
づ
た
づ
し
月
待

ち
て
い
ま
せ
我
が
背
子
そ
の
間
に
も
見
む
（
万
葉
・
巻
四
712
・
大
宅

女
）」
が
あ
る
が
、
勅
撰
集
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
詠
ま
れ
る
光
景
は

異
な
る
が
、「
夕
闇
」「
た
そ
が
れ
」、「
惑
へ
る
」「
迷
ふ
」
の
類
似
表

現
に
院
の
詠
の
摂
取
が
み
て
と
れ
よ
う
。

【
例
５
】
489
今
日
も
又
ひ
と
り
眺
め
て
暮
れ
に
け
り
頼
め
ぬ
宿
の
庭
の

白
雪
（
384
）

よ
し
や
さ
は
頼
め
ぬ
宿
の
庭
に
生
ふ
る
ま
つ
と
告
げ
こ
せ

秋
の
初
風 

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
建
仁
元
年
九
月
二
十
九
日

恋
十
五
首
撰
歌
合
1597
）

都
人
頼
め
ぬ
宿
の
槙
の
戸
に
何
の
な
ら
ひ
の
庭
の
松
風

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
建
仁
元
年
三
月
外
宮
御
百
首
382
）

う
ら
み
よ
と
な
れ
る
夕
べ
の
景
色
か
な
頼
め
ぬ
宿
の
荻
の

上
風 

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
建
仁
元
年
六
月

千
五
百
番
歌
合
483
）

院
の
詠
「
う
ら
み
よ
と
…
」
は
『
続
古
今
集
』
に
載
り
、
勅
撰
集
中

「
頼
め
ぬ
宿
」
唯
一
の
語
例
で
あ
る
。
後
鳥
羽
院
が
好
ん
で
用
い
た
「
頼

め
ぬ
宿
」
を
実
朝
も
踏
襲
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

【
例
６
】
499
涙
こ
そ
行
方
も
知
ら
ね
三
輪
の
崎
佐
野
の
渡
り
の
雨
の
夕

暮
（
473
）

思
ふ
こ
と
そ
な
た
の
雲
と
な
け
れ
ど
も
生
駒
の
山
の
雨
の

夕
暮 

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
建
仁
元
年
九
月
二
十
九
日

恋
十
五
首
撰
歌
合
1608
）

「
雨
の
夕
暮
」
の
語
例
は
勅
撰
集
中
に
１
例
「
う
ち
し
め
り
あ
や
め

ぞ
薫
る
時
鳥
鳴
く
や
五
月
の
雨
の
夕
暮
（
新
古
今
・
夏
歌
220
・
藤
原
良

経
）」
に
み
る
の
み
。
後
鳥
羽
院
の
用
い
た
新
し
い
表
現
と
「
駒
と
め

て
袖
う
ち
払
ふ
影
も
な
し
佐
野
の
渡
り
の
雪
の
夕
暮
（
新
古
今
・
冬
歌

671
・
藤
原
定
家
）」
を
応
用
し
て
恋
の
歌
に
仕
立
て
た
の
で
あ
ろ
う
。

《
語
句
と
詠
歌
内
容
の
踏
襲
》

表
現
の
み
な
ら
ず
、
詠
ま
れ
る
季
節
、
光
景
、
状
況
も
類
似
す
る
例

を
み
よ
う
。

【
例
１
】
50
風
騒
ぐ
彼
方
の
外
山
に
空
晴
れ
て
桜
に
曇
る
春
の
夜
の
月

（
97
）

あ
た
ら
夜
の
真
屋
の
あ
ま
り
に
眺
む
れ
ば
桜
に
曇
る
有
明

の
月 

（
続
後
撰
・
春
歌
中
104
／
三
百
六
十
番
歌
合
111
／

後
鳥
羽
院
御
集
・
建
仁
元
年
二
月
老
若
五
十
首
御
歌
合
1106
）
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「
桜
に
曇
る
」
と
い
う
表
現
は
、
実
朝
以
前
に
例
が
な
く
同
時
代
に

は
後
鳥
羽
院
詠
の
他
は
「
み
吉
野
の
花
の
白
雪
猶
分
け
て
桜
に
曇
る
春

の
山
人
（
夫
木
・
春
部
四
1185
・
最
勝
四
天
王
院
和
歌
14
・
俊
成
女
）」

「
薄
氷
清
き
鏡
と
見
し
も
の
を
桜
に
曇
る
花
の
下
水
（
自
讃
歌
・
異
本

歌
172
・
源
通
光
）」
を
み
る
に
過
ぎ
な
い
。
新
し
い
表
現
で
あ
る
。
桜

に
曇
る
対
象
が
月
で
あ
る
と
表
現
し
た
の
は
後
鳥
羽
院
の
み
。
実
朝
は

「
有
明
の
」
を
「
春
の
夜
の
」
と
し
て
踏
襲
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

【
例
２
】
51
木
の
下
の
花
の
下
臥
夜
頃
経
て
我
が
衣
手
に
月
ぞ
馴
れ
ぬ

る
（
62
）

花
の
影
旅
寝
の
嵐
夜
頃
経
て
月
ぞ
馴
れ
ゆ
く
袖
の
手
枕

（
夫
木
・
雑
部
十
四
15390
／
後
鳥
羽
院
御
集
・

建
仁
元
年
九
月
五
十
首
御
会
1166
）

「
月
ぞ
馴
れ
た
る
」「
月
ぞ
馴
れ
ゆ
く
」
の
用
例
は
先
行
歌
及
び
実
朝

同
時
代
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
同
時
代
の
類
似
表
現
に
は
、「
秋
は
ま

た
濡
れ
こ
し
袖
の
あ
ひ
に
あ
ひ
て
雄
島
の
海
人
ぞ
月
に
馴
れ
け
る
（
拾

遺
愚
草
1132
・
藤
原
定
家
）」「
隈
も
な
き
衛
士
の
焚
く
火
の
影
そ
ひ
て
月

に
馴
れ
た
る
秋
の
宮
人
（
拾
遺
愚
草
722
・
藤
原
定
家
）」「
難
波
潟
聞
く

べ
き
も
の
は
有
明
の
月
に
馴
れ
た
る
葦
鶴
の
声
（
拾
玉
集
2872
・
慈
円
）」

に
み
ら
れ
、
人
や
動
物
が
月
に
馴
染
ん
で
い
く
と
い
う
表
現
が
後
代
に

定
着
し
て
い
く
。
後
鳥
羽
院
詠
は
月
が
人
の
袖
に
馴
れ
る
、
と
い
う
発

想
の
面
白
さ
が
身
上
で
あ
る
。
な
お
、「
夜
頃
経
て
」
の
用
例
は
『
後

鳥
羽
院
御
集
』
に
３
例
（
942 

1166 

1566
）
見
出
せ
る
が
、
歌
語
と
し
て
定

着
す
る
の
は
『
新
千
載
集
』『
風
雅
集
』
の
時
代
で
あ
り
、
新
し
い
表

現
で
あ
る
。
実
朝
は
こ
れ
ら
の
点
に
着
目
し
、
踏
襲
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

【
例
３
】＊
58
み
吉
野
の
山
の
山
守
花
を
よ
み
な
が
な
が
し
日
を
飽
か
ず

も
あ
る
か
な
（
48
）

桜
咲
く
遠
山
鳥
の
し
だ
り
尾
の
な
が
な
が
し
日
も
飽
か
ぬ

色
か
な

（
新
古
今
・
春
歌
下
99
／
近
代
秀
歌
30
／
後
鳥
羽
院
御
集
・

建
仁
元
年
十
一
月
同
時
屏
風
御
歌
1632
）

「
我
が
心
春
の
山
辺
に
あ
く
が
れ
て
な
が
な
が
し
日
を
け
ふ
も
暮
ら

し
つ
（
新
古
今
・
春
歌
上
81
・
紀
貫
之
）」
も
視
野
に
入
っ
て
い
よ
う
。

花
に
暮
れ
る
の
ど
か
な
春
の
光
景
に
共
感
し
た
詠
で
あ
る
。

【
例
４
】
61
里
は
荒
れ
ぬ
志
賀
の
花
園
そ
の
か
み
の
昔
の
春
や
恋
ひ
し

か
る
ら
む
（
64
）

里
は
荒
れ
ぬ
志
賀
の
桜
の
木
の
も
と
に
昔
語
り
の
春
風
ぞ

吹
く 

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
元
久
元
年
十
二
月

賀
茂
上
社
三
十
首
御
会
1232
）

「
さ
ざ
浪
や
志
賀
の
都
は
荒
れ
に
し
を
昔
な
が
ら
の
山
桜
か
な
（
千

載
・
春
歌
上
66
・
よ
み
人
し
ら
ず
）」「
里
は
荒
れ
ぬ
庭
の
桜
も
旧
り
は

て
て
た
そ
が
れ
時
を
訪
ふ
人
も
な
し
（
拾
遺
愚
草
1515
・
藤
原
定
家
）」

は
、
ま
ず
念
頭
に
あ
ろ
う
。
後
鳥
羽
院
詠
か
ら
学
ん
だ
の
は
単
に
語
法

だ
け
で
は
な
い
。
院
の
歌
の
「
昔
語
り
」
を
受
け
て
「
恋
ひ
し
か
る
ら

む
」
と
唱
和
し
て
い
る
よ
う
に
と
れ
ま
い
か
。
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【
例
５
】＊
141
時
鳥
聞
け
ど
も
飽
か
ず
橘
の
花
散
る
里
の
五
月
雨
の
頃

（
159
）

時
鳥
心
し
て
鳴
け
橘
の
花
散
る
里
の
五
月
雨
の
空

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
建
仁
元
年
六
月
千
五
百
番
歌
合
423
）

万
葉
歌
「
五
月
山
卯
の
花
月
夜
時
鳥
聞
け
ど
も
飽
か
ず
ま
た
鳴
か
む

か
も
（
万
葉
・
巻
十
1956
・
作
者
未
詳
）」「
橘
の
花
散
る
里
の
時
鳥
片
恋

し
つ
つ
鳴
く
日
し
ぞ
多
き
（
万
葉
・
巻
八
1477
・
大
伴
旅
人
）」
は
当
然

視
野
に
入
っ
て
い
よ
う
。
後
鳥
羽
院
詠
の
「
心
し
て
鳴
け
」
は
、「
聞

け
ど
も
飽
か
ず
」
に
響
き
合
う
。

【
例
６
】
151
夏
深
み
思
（
ひ
）
も
か
け
ぬ
う
た
た
ね
の
夜
の
衣
に
秋
風

ぞ
吹
く
（
172
）

水
無
月
や
竹
う
ち
そ
そ
ぐ
う
た
た
ね
の
さ
む
る
枕
に
秋
風

ぞ
吹
く 

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
建
仁
元
年
外
宮
御
百
首
335
）

類
歌
に
「
夏
衣
ま
だ
単
な
る
う
た
た
ね
に
心
し
て
吹
け
秋
の
初
風

（
拾
遺
・
秋
137
・
安
法
法
師
）」
が
あ
る
が
、
歌
の
構
造
は
後
鳥
羽
院
詠

に
重
な
る
。
影
響
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
。

【
例
７
】＊
158
吹
く
風
の
涼
し
く
も
あ
る
か
お
の
づ
か
ら
山
の
蝉
鳴
き
て

秋
は
来
に
け
り
（
189
）

山
の
蝉
鳴
き
て
秋
こ
そ
更
け
に
け
れ
木
木
の
梢
の
色
ま
さ

り
ゆ
く 

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
建
仁
元
年
十
一
月

同
時
屏
風
御
歌
1638
）

「
山
の
蝉
」
の
語
例
は
勅
撰
集
に
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
私
撰
集
に

「
波
風
に
秋
を
待
つ
ら
の
山
の
蝉
染
め
ぬ
梢
の
露
に
鳴
く
な
り
（
夫
木
・

夏
部
三
3574
・
俊
成
女
）」「
村
雨
の
跡
こ
そ
見
え
ね
山
の
蝉
鳴
け
ど
も
い

ま
だ
紅
葉
せ
ぬ
頃
（
夫
木
・
夏
部
三
3580
・
藤
原
良
経
）」
の
例
が
あ
る
。

山
の
蝉
に
秋
を
感
知
す
る
発
想
は
共
通
す
る
。

【
例
８
】
245
秋
た
け
て
夜
深
き
月
の
影
見
れ
ば
荒
れ
た
る
宿
に
衣
打
つ

な
る
（
287
）

浅
茅
生
の
月
吹
く
風
に
秋
た
け
て
故
郷
人
は
衣
打
つ
な
り

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
建
仁
元
年
８
月
十
五
夜
撰
歌
合
1553
）

「
深
草
の
霧
の
籬
に
誰
住
み
て
荒
れ
に
し
里
に
衣
打
つ
ら
ん
（
続
千

載
・
秋
歌
下
545
・
藤
原
雅
経
）」
も
影
響
し
て
い
よ
う
が
、
状
況
と
表

現
は
後
鳥
羽
院
詠
に
よ
り
近
い
。

【
例
９
】
300
片
敷
き
の
袖
こ
そ
霜
に
結
び
け
れ
待
つ
夜
更
け
ぬ
る
宇
治

の
橋
姫
（
332
）

橋
姫
の
片
敷
き
衣
狭
筵
に
待
つ
夜
む
な
し
き
宇
治
の
曙

（
新
古
今
・
冬
歌
636
／
後
鳥
羽
院
御
集
・

承
元
元
年
十
一
月
最
勝
四
天
王
院
御
障
子
1431
）

451
狭
筵
に
ひ
と
り
む
な
し
く
年
も
経
ぬ
夜
の
衣
の
裾
あ
は
ず

し
て
（
514
）

橋
姫
の
片
敷
き
衣
狭
筵
に
待
つ
夜
む
な
し
き
宇
治
の
曙

（
新
古
今
・
冬
歌
636
／
後
鳥
羽
院
御
集
・

承
元
元
年
十
一
月
最
勝
四
天
王
院
御
障
子
1431
）

宇
治
の
橋
姫
を
詠
み
込
む
恋
の
歌
は
多
い
が
、
語
彙
が
重
な
る
こ
と
、
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300
番
歌
の
下
の
句
の
構
造
が
類
似
す
る
点
で
、
後
鳥
羽
院
詠
の
影
響
は

見
逃
し
が
た
い
。

【
例
10
】＊
331
故
郷
は
う
ら
さ
び
し
と
も
な
き
も
の
を
吉
野
の
奥
の
（
雪

の
夕
暮
）（
383
）

冬
籠
り
春
に
知
ら
れ
ぬ
花
な
れ
や
吉
野
の
奥
の
雪
の
夕
暮

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
正
治
二
年
十
一
月
八
日
影
供
歌
合
1510
）

定
家
所
伝
本
は
第
五
句
が
欠
字
。
貞
享
本
に
よ
っ
て
補
う
。
類
似
表

現
に
「
さ
び
し
さ
は
そ
の
色
と
し
も
な
か
り
け
り
槙
立
つ
山
の
秋
の
夕

暮
（
新
古
今
・
秋
歌
上
361
・
寂
蓮
）」「
厭
ひ
て
も
な
ほ
厭
は
し
き
世
な

り
け
り
吉
野
の
奥
の
秋
の
夕
暮
（
新
古
今
・
雑
歌
中
1620
・
藤
原
家
衡
）」

「
さ
び
し
さ
を
何
に
譬
え
む
世
を
捨
つ
る
吉
野
の
奥
の
冬
の
夕
暮
（
拾

玉
集
365
・
慈
円
）」
が
あ
る
。「
雪
の
夕
暮
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
後
鳥

羽
院
詠
に
表
現
を
借
り
た
の
で
あ
る
。

【
例
11
】
335
笹
の
葉
は
深
山
も
そ
よ
に
霰
降
り
寒
き
霜
夜
を
ひ
と
り
か

も
寝
む
（
349
）

宿
貸
さ
ん
人
も
交
野
の
笹
の
葉
に
深
山
も
さ
や
と
霰
降
る

夜
を 

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
承
元
元
年
十
一
月

最
勝
四
天
王
院
御
障
子
1421
）

「
笹
の
葉
は
深
山
も
さ
や
に
さ
や
げ
ど
も
我
は
妹
思
ふ
別
れ
来
ぬ
れ

ば
（
万
葉
・
巻
二
133
・
柿
本
人
麻
呂
）」「
笹
の
葉
は
深
山
も
さ
や
に
う

ち
そ
よ
ぎ
氷
れ
る
霜
を
吹
く
嵐
か
な
（
新
古
今
・
冬
歌
615
・
藤
原
良

経
）」
に
語
句
の
類
似
を
み
る
が
、
実
朝
の
詠
歌
内
容
は
「
君
来
ず
は

ひ
と
り
や
寝
な
む
笹
の
葉
の
深
山
も
そ
よ
に
さ
や
ぐ
霜
夜
を
（
新
古

今
・
冬
歌
616
／
近
代
秀
歌
16
、
51
・
藤
原
清
輔
）」
に
近
い
。
さ
ら
に

霰
降
る
光
景
が
後
鳥
羽
院
詠
に
重
な
り
、
恰
も
歌
の
内
容
に
唱
和
し
て

い
る
よ
う
な
趣
で
あ
る
。

【
例
12
】＊
336
雲
深
き
深
山
の
嵐
冴
え
冴
え
て
生
駒
の
岳
に
霰
降
る
ら
し

（
347
）

冬
深
み
外
山
の
嵐
冴
え
冴
え
て
裾
野
の
正
木
霰
降
る
な
り

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
建
仁
元
年
二
月
老
若
五
十
首
御
歌
合
1137
）

＊
586
磯
の
松
幾
久
さ
に
か
な
り
ぬ
ら
ん
い
た
く
木
高
き
風
の
音

か
な
（
694
）

引
き
て
植
ゑ
し
人
の
行
方
は
知
ら
ね
ど
も
木
高
き
松
の
風

の
音
か
な

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
建
仁
元
年
三
月
内
宮
御
百
首
281
）

＊
635
夕
月
夜
さ
す
や
川
瀬
の
水
馴
れ
棹
馴
れ
て
も
疎
き
波
の
音

か
な
（
591
）

熊
野
川
下
す
早
瀬
の
水
馴
れ
棹
さ
す
が
み
な
れ
ぬ
波
の
通

ひ
路 

（
新
古
今
・
神
祇
歌
1908
）

654
旧
り
に
け
る
朱
の
玉
垣
神
さ
び
て
破
れ
た
る
御
簾
に
松
風

ぞ
吹
く
（
645
）

ち
は
や
ぶ
る
朱
の
玉
垣
神
さ
び
て
榊
葉
ご
と
に
な
び
く
夕
風

（
後
鳥
羽
院
御
集
正
治
二
年
十
一
月
十
一
日
新
宮
歌
合
1502
）

以
上
は
、
語
句
の
摂
取
だ
け
で
は
な
く
、
嵐
と
霰
の
冬
山
の
寒
さ
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（
336
）、
丈
の
高
い
老
松
に
吹
く
独
特
の
風
の
音
（
586
）、
水
馴
れ
棹
に

因
む
川
の
風
情
（
635
）、
神
々
し
い
玉
垣
に
風
の
吹
く
光
景
（
654
）
と

い
う
詠
歌
内
容
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

【
例
13
】
356
位
山
木
高
く
な
ら
む
松
に
の
み
八
百
万
代
と
春
風
ぞ
吹
く

（
662
）

八
幡
山
跡
垂
れ
初
め
し
標
の
内
に
猶
万
代
と
松
風
ぞ
吹
く

（
新
続
古
今
・
神
祇
歌
2092
・
後
鳥
羽
院
御
集
・

建
仁
元
年
十
二
月
二
十
八
日
石
清
水
社
歌
合
1564
）

下
の
句
の
構
造
は
同
じ
。「
八
百
万
代
」
は
「
猶
万
代
」
に
響
き
が

通
じ
、「
松
風
」
が
「
春
風
」
に
変
る
。
源
氏
の
氏
神
を
称
え
る
後
鳥

羽
院
詠
に
応
え
て
い
る
よ
う
な
一
首
。

【
例
14
】
366
ち
は
や
ぶ
る
伊
豆
の
お
山
の
玉
椿
八
百
万
代
も
色
は
変
ら

じ
（
644
）

我
が
頼
む
神
路
の
山
の
松
の
風
幾
代
の
春
も
色
は
変
ら
じ

（
新
続
古
今
・
賀
歌
745
／
後
鳥
羽
院
御
集
・

承
元
元
年
正
月
二
十
二
日
御
会
1689
）

「
ち
は
や
ぶ
る
賀
茂
の
社
の
姫
小
松
万
代
経
と
も
色
は
変
ら
じ
（
古

今
・
東
歌
1100
・
藤
原
敏
行
）」「
と
や
か
へ
る
鷹
の
お
山
の
玉
椿
霜
を
ば

経
と
も
色
は
変
ら
じ
（
新
古
今
・
賀
歌
350
・
大
江
匡
房
）」
な
ど
、
歌

の
構
造
の
似
る
先
行
歌
は
見
出
せ
る
の
で
、
と
り
わ
け
院
の
影
響
が
強

い
と
は
言
い
難
い
が
、
実
朝
は
伊
豆
と
い
う
地
方
性
を
敢
え
て
出
し
て

唱
和
し
て
い
る
趣
で
あ
る
。

【
例
15
】＊
385
時
雨
降
る
大
荒
木
野
の
小
笹
原
濡
れ
は
漬
づ
と
も
色
に
出

で
め
や
（
502
）

我
が
恋
は
真
木
の
下
葉
に
漏
る
時
雨
濡
る
と
も
袖
の
色
に

出
で
め
や 

（
新
古
今
・
恋
歌
一
1029
／
後
鳥
羽
院
御
集
・

元
久
元
年
十
月
当
座
歌
合
1663
）

「
濡
れ
は
漬
づ
と
も
」
の
用
例
は
、「
雨
降
ら
ば
着
む
と
思
へ
る
笠
の

山
人
に
な
着
せ
そ
濡
れ
は
漬
づ
と
も
（
万
葉
・
巻
三
377
・
石
上
乙
麻

呂
）」
の
他
は
、
勅
撰
集
に
も
私
家
集
に
も
見
当
た
ら
な
い
。「
色
に
出

で
め
や
」
は
「
〜
と
も
色
に
出
で
め
や
」
の
語
法
で
「
笹
の
葉
に
置
く

初
霜
の
夜
を
寒
み
し
み
は
つ
く
と
も
色
に
出
で
め
や
（
古
今
・
恋
歌

三
663
・
凡
河
内
躬
恒
）」「
秋
萩
の
枝
も
と
を
を
に
置
く
露
の
今
朝
消
え

ぬ
と
も
色
に
出
で
め
や
（
新
古
今
・
恋
歌
一
1025
・
大
伴
家
持
）」
に
見

え
る
。「
時
雨
」
に
濡
れ
る
状
況
の
重
な
る
院
の
恋
歌
の
影
響
は
疑
い

得
な
い
。

【
例
16
】
433
神
山
の
山
下
水
の
湧
き
返
り
言
は
で
も
の
思
ふ
我
ぞ
悲
し

き
（
463
）

あ
し
ひ
き
の
山
下
水
の
湧
き
返
り
色
に
は
出
で
じ
木
隠
れ

て
の
み 

（
新
続
古
今
・
恋
歌
一
1059
／
後
鳥
羽
院
御
集
・

建
仁
元
年
六
月
千
五
百
番
御
歌
合
476
）

「
山
下
水
の
湧
き
返
り
」
の
語
例
は
勅
撰
集
で
は
後
鳥
羽
院
の
用
例

の
み
。
定
家
所
伝
本
成
立
ま
で
の
用
例
は
後
鳥
羽
院
と
実
朝
の
み
。
ど

ち
ら
も
秘
め
た
恋
。
院
の
詠
に
触
発
さ
れ
た
に
相
違
な
い
。
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《
詠
歌
内
容
の
変
容
》

表
現
は
重
な
る
が
、
季
節
・
光
景
・
状
況
、
内
容
が
微
妙
に
、
あ
る

い
は
顕
著
に
変
容
し
て
い
る
例
を
み
よ
う
。

【
例
１
】
77
風
吹
け
ば
花
は
雪
と
ぞ
散
り
ま
が
ふ
吉
野
の
山
は
春
や
な

か
ら
む
（
83
）

風
吹
け
ば
花
は
波
と
ぞ
越
え
ま
が
ふ
分
け
来
し
旅
も
末
の

松
山（

後
鳥
羽
院
御
集
・
建
仁
元
年
三
月
尽
新
宮
撰
歌
合
1529
）

落
花
を
雪
に
見
立
て
る
歌
「
駒
並
め
て
い
ざ
見
に
行
か
む
故
郷
は
雪

と
の
み
こ
そ
花
は
散
る
ら
め
（
古
今
・
春
歌
下
111
・
よ
み
人
し
ら
ず
）」

「
散
り
ま
が
ふ
花
の
よ
そ
め
は
吉
野
山
嵐
に
騒
ぐ
嶺
の
白
雲
（
新
古
今
・

春
歌
下
132
・
藤
原
頼
輔
）」
が
視
野
に
あ
ろ
う
。
後
鳥
羽
院
独
特
の
語

句
「
風
吹
け
ば
花
は
波
と
ぞ
越
え
ま
が
ふ
」
の
「
波
」
を
「
雪
」
に
、「
越

え
」
を
「
散
り
」
に
換
え
、
似
通
っ
た
リ
ズ
ム
の
、
異
な
る
歌
意
に
仕

立
て
ら
れ
て
い
る
。

【
例
２
】
91
今
年
さ
へ
訪
は
れ
で
暮
れ
ぬ
桜
花
春
も
む
な
し
き
名
に
こ

そ
あ
り
け
れ
（
88
）

今
年
さ
へ
志
賀
の
弥
生
の
花
盛
り
訪
は
れ
で
暮
れ
ぬ
春
の

故
郷 

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
建
仁
元
年
三
月
二
十
三
日

当
座
御
会
1579
）

「
訪
は
れ
で
」
の
「
れ
」
は
助
動
詞
「
る
」
の
未
然
形
。
受
身
・
可

能
の
ど
ち
ら
に
と
る
か
に
よ
っ
て
、
歌
意
は
違
っ
て
く
る
。
後
鳥
羽
院

詠
は
可
能
、
自
身
が
訪
ね
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
、
の
意
で
あ
ろ
う
。

実
朝
詠
は
受
身
。
後
鳥
羽
院
詠
の
意
を
受
け
、
花
の
立
場
で
詠
む
。
大

君
に
お
訪
ね
い
た
だ
か
な
か
っ
た
花
は
さ
ぞ
残
念
で
し
ょ
う
よ
、
と
唱

和
し
て
い
る
よ
う
に
と
れ
る
。

【
例
３
】
156
霧
立
ち
て
秋
こ
そ
空
に
来
に
け
ら
し
吹
上
の
浜
の
浦
の
風

（
183
）

ほ
の
ぼ
の
と
春
こ
そ
空
に
来
に
け
ら
し
天
の
香
具
山
霞
た

な
び
く

（
新
古
今
・
春
歌
上
２
／
後
鳥
羽
院
御
集
・

元
久
二
年
三
月
日
吉
三
十
首
御
会
1320
）

冒
頭
歌
２
に
も
反
映
し
て
い
る
後
鳥
羽
院
詠
の
第
二
句
三
句
を
「
春
」

か
ら
「
秋
」
に
変
え
て
摂
取
。「
山
」
か
ら
「
海
」
へ
背
景
も
変
え
て

い
る
。
霞
の
春
だ
け
で
は
な
い
。
秋
も
霧
と
と
も
に
空
に
や
っ
て
く
る
。

【
例
４
】
197
白
露
の
あ
だ
に
も
置
く
か
葛
の
葉
に
た
ま
れ
ば
消
え
ぬ
風

立
た
ぬ
ま
に
（
218
）

234
鳴
く
鹿
の
声
よ
り
袖
に
置
く
か
露
物
思
（
ふ
）
頃
の
秋
の

夕
暮
（
245
）

な
ら
は
ず
よ
秋
な
れ
ば
と
て
置
く
か
露
片
敷
く
袖
の
う
ち

し
め
る
ま
で

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
建
仁
元
年
八
月
三
影
供
御
歌
合
1549
）

「
置
く
か
露
」
の
用
例
は
後
鳥
羽
院
詠
と
実
朝
詠
以
外
に
見
当
た
ら
な

い
。
独
り
寝
の
袖
が
涙
で
湿
る
こ
と
を
暗
示
す
る
後
鳥
羽
院
詠
の
「
置
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く
か
露
」
を
借
り
て
、
197
は
「
夕
さ
れ
ば
野
面
に
み
が
く
白
露
の
た
ま

れ
ば
か
て
に
秋
風
ぞ
吹
く
（
万
代
・
秋
歌
上
934
・
藤
原
有
家
）」
の
世

界
に
近
い
秋
の
光
景
に
、
234
は
鹿
の
声
へ
の
共
感
に
転
じ
て
い
る
。

【
例
５
】
213
た
ま
さ
か
に
見
る
も
の
に
も
が
伊
勢
の
海
の
清
き
渚
の
秋

の
夜
の
月
（
279
）

二
見
潟
月
を
も
み
が
け
伊
勢
の
海
の
清
き
渚
の
春
の
名
残
に

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
承
元
元
年
十
一
月

最
勝
四
天
王
院
御
障
子
1440
）

春
か
ら
秋
へ
季
節
を
転
じ
て
い
る
。

【
例
６
】
220
九
重
の
雲
居
を
わ
け
て
ひ
さ
か
た
の
月
の
都
に
雁
ぞ
鳴
く

な
る
（
226
）

ひ
さ
か
た
の
天
橋
立
霞
み
つ
つ
雲
居
を
渡
る
雁
ぞ
鳴
く
な
る

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
承
元
元
年
十
一
月

最
勝
四
天
王
院
御
障
子
1430
）

語
を
重
ね
な
が
ら
異
な
る
の
は
、
後
鳥
羽
院
詠
は
春
近
く
帰
る
頃
の

雁
で
あ
る
の
に
対
し
、
実
朝
詠
は
秋
に
や
っ
て
来
た
雁
。

【
例
７
】
214
伊
勢
の
海
や
波
に
た
け
た
る
秋
の
夜
の
有
明
の
月
に
松
風

ぞ
吹
く
（
280
）

し
を
れ
こ
し
袂
乾
す
間
も
長
月
の
有
明
の
月
に
秋
風
ぞ
吹
く

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
建
仁
元
年
三
月
二
十
二
日
三
体
和
歌
1575
）

「
有
明
の
月
」
に
「
風
」
が
吹
く
光
景
は
後
鳥
羽
院
詠
以
外
に
見
出

し
難
い
。
実
朝
に
よ
っ
て
「
秋
風
」
が
「
松
風
」
に
置
き
換
え
ら
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
院
の
歌
に
漂
う
恋
の
情
趣
は
、
伊
勢
の
海
辺
の
叙
景
歌

と
な
る
。

【
例
８
】
259
虫
の
音
も
ほ
の
か
に
な
り
ぬ
花
薄
秋
の
末
葉
に
霜
や
置
く

ら
む
（
306
）

長
月
や
秋
の
末
葉
に
霜
置
け
ば
野
原
の
小
萩
枯
れ
ま
く
も

惜
し

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
建
仁
元
年
二
月
老
若
五
十
首
歌
合
1127
）

「
秋
の
末
葉
」
の
語
例
は
、
259
番
歌
が
『
続
古
今
集
』
に
載
る
他
は

勅
撰
集
に
は
「
花
薄
秋
の
末
葉
に
な
り
ぬ
れ
ば
こ
と
ぞ
と
も
な
く
露
ぞ

こ
ぼ
る
る
（
新
古
今
・
雑
歌
上
1572
・
源
行
宗
）」
し
か
見
当
た
ら
な
い
。

ま
た
、「
世
の
中
も
厭
ふ
心
も
軒
に
生
ふ
る
草
の
葉
深
く
霜
や
置
く

ら
む
（
拾
遺
愚
草
員
外
・
述
懐
十
首
490
・
藤
原
定
家
）」
の
よ
う
な
類

歌
は
あ
っ
て
も
「
秋
の
末
葉
」
に
「
霜
」
が
置
く
例
は
な
い
。
霜
が
置

く
と
小
萩
が
枯
れ
る
の
が
残
念
だ
と
い
う
院
の
詠
に
対
し
、
実
朝
詠
は

虫
の
音
が
ほ
の
か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
末
葉
の
霜
を
知
る
と
い
う
趣
。

【
例
９
】＊
290
月
影
の
白
き
を
見
れ
ば
鵲
の
渡
せ
る
橋
に
霜
ぞ
置
き
に
け
る

（
343
）

秋
の
霜
白
き
を
見
れ
ば
鵲
の
渡
せ
る
橋
に
月
の
冴
え
け
る

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
建
仁
元
年
十
一
月
同
時
屏
風
御
歌
1637
）

歌
の
構
造
の
似
る
両
歌
。
後
鳥
羽
院
詠
は
「
鵲
の
渡
せ
る
橋
に
置
く

霜
の
白
き
を
見
れ
ば
夜
ぞ
更
け
に
け
る
（
新
古
今
・
冬
歌
620
・
大
伴
家

持
）」
の
本
歌
取
り
。
実
朝
詠
で
は
さ
ら
に
、
霜
を
詠
ん
だ
後
鳥
羽
院

（202）
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詠
の
上
の
句
（
霜
）
と
下
の
句
（
月
）
が
反
転
す
る
興
趣
で
あ
る
。

【
例
10
】
304
更
け
に
け
り
外
山
の
嵐
冴
え
冴
え
て
十
市
の
里
に
澄
め
る

月
影
（
346
）

冬
深
み
外
山
の
嵐
冴
え
冴
え
て
裾
野
の
ま
さ
き
霰
降
る
な
り

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
建
仁
元
年
二
月
老
若
五
十
首
御
歌
合
1137
）

語
句
の
重
な
り
、
構
造
の
類
似
か
ら
「
更
け
に
け
り
山
の
端
近
く
月

冴
え
て
十
市
の
里
に
衣
打
つ
声
（
新
古
今
・
秋
歌
下
485
・
式
子
内
親

王
）」
に
実
朝
が
学
ん
で
い
る
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。
た
だ
し
、「
外
山

の
嵐
冴
え
冴
え
て
」
は
後
鳥
羽
院
独
特
の
表
現
。
勅
撰
集
・
私
撰
集
・

私
家
集
の
い
ず
れ
も
後
鳥
羽
院
の
他
に
用
例
が
な
い
。
動
的
な
嵐
と
霰

を
組
み
合
せ
た
院
の
詠
か
ら
、
嵐
に
よ
っ
て
澄
み
冴
え
た
冬
の
月
の
射

す
十
市
の
里
へ
と
転
じ
た
実
朝
の
受
容
は
意
図
的
で
あ
ろ
う
。
こ
の
後

鳥
羽
院
詠
は
既
に
み
た
よ
う
に
、
336
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

【
例
11
】
305
比
良
の
山
山
風
寒
み
唐
崎
や
鳰
の
湖
に
月
ぞ
氷
れ
る
（
340
）

唐
崎
や
鳰
の
湖
の
水
の
面
に
照
る
月
な
み
を
秋
風
ぞ
吹
く

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
建
仁
元
年
八
月
十
五
夜
撰
歌
合
1554
）

実
朝
詠
は
「
雲
払
ふ
比
良
山
風
に
月
冴
え
て
氷
り
重
ぬ
る
真
野
の
浦

波
（
続
古
今
・
冬
歌
618
・
源
経
信
）」「
志
賀
の
浦
や
遠
ざ
か
り
行
く
波

間
よ
り
氷
り
て
出
づ
る
有
明
の
月
（
新
古
今
・
冬
歌
639
・
藤
原
家
隆
）」

に
光
景
が
通
じ
る
。
後
鳥
羽
院
詠
と
の
関
連
は
、
同
じ
場
所
に
時
が
移

り
、
季
節
が
秋
か
ら
冬
に
変
わ
っ
た
お
も
し
ろ
さ
で
あ
ろ
う
。

【
例
12
】
308
難
波
潟
葦
の
葉
白
く
置
く
霜
の
冴
え
た
る
夜
半
に
鶴
ぞ
鳴

く
な
る
（
326
）

難
波
江
や
葦
の
葉
白
く
明
く
る
夜
の
霞
の
沖
に
雁
も
鳴
く

な
り 

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
承
元
元
年
十
一
月

最
勝
四
天
王
院
御
障
子
1414
）

原
田
正
彦
が
「
葦
の
葉
白
く
」
に
つ
い
て
、「
後
鳥
羽
院
の
こ
の
歌

以
前
に
は
例
を
見
な
い
も
の
で
あ
り
、
実
朝
は
一
首
の
姿
も
、
雁
か
ら

鶴
に
詠
み
か
え
た
形
で
、
後
鳥
羽
院
歌
を
ほ
と
ん
ど
踏
襲
し
て
い
る
と

い
っ
て
よ
い⑩

。」
と
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
新
し
い
表
現
で
あ
る
。「
葦

の
葉
白
し
」
は
、
勅
撰
集
で
は
、
後
代
に
「
難
波
潟
入
り
江
の
波
に
風

冴
え
て
葦
の
葉
白
き
夜
半
の
初
霜
（
続
後
撰
・
冬
歌
443
・
平
貞
時
）」

が
み
え
る
。
春
の
は
じ
め
の
院
の
詠
は
霞
の
沖
に
間
も
な
く
帰
る
雁
を

配
す
る
が
、
霜
で
葦
の
葉
が
白
い
実
朝
詠
に
は
鶴
が
配
さ
れ
白
さ
と
寒

さ
が
強
調
さ
れ
る
。

【
例
13
】
327
我
が
庵
は
吉
野
の
奥
の
冬
籠
り
雪
降
り
つ
み
て
訪
ふ
人
も

な
し
（
374
）

冬
籠
り
春
に
知
ら
れ
ぬ
花
な
れ
や
吉
野
の
奥
の
雪
の
夕
暮

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
正
治
二
年
十
一
月
八
日
影
供
歌
合
1510
）

院
の
詠
は
331
番
歌
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
実
朝
詠
の
歌
意
は
「
我

が
宿
は
雪
降
り
し
き
て
道
も
な
し
踏
み
分
け
て
訪
ふ
人
し
な
け
れ
ば

（
古
今
・
冬
歌
322
・
よ
み
人
し
ら
ず
）」
に
よ
り
近
い
が
、
院
の
詠
に
語

彙
が
重
な
る
こ
と
は
看
過
し
難
い
。

【
例
14
】＊
334
見
わ
た
せ
ば
雲
居
は
る
か
に
雪
白
し
富
士
の
高
嶺
の
あ
け

（201）
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ぼ
の
の
空
（
366
）

八
重
霞
煙
も
見
え
ず
な
り
ぬ
な
り
富
士
の
高
嶺
の
夕
暮
の
空

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
元
久
元
年
十
二
月
住
吉
三
十
首
御
会
1293
）

「
天
の
原
富
士
の
煙
の
春
の
色
の
霞
に
靡
く
あ
け
ぼ
の
の
空
（
新
古

今
・
春
歌
上
33
・
慈
円
）」
も
目
に
し
て
い
よ
う
か
。
後
鳥
羽
院
詠
の

季
節
と
時
間
を
置
き
換
え
た
富
士
と
空
。

【
例
15
】
386
時
雨
の
み
ふ
る
の
神
杉
ふ
り
ぬ
れ
ど
い
か
に
せ
よ
と
か
色

の
つ
れ
な
き
（
558
）

深
緑
争
ひ
か
ね
て
い
か
な
ら
む
間
な
く
時
雨
の
ふ
る
の
神
杉

（
新
古
今
・
冬
歌
581
／
後
鳥
羽
院
御
集
・

元
久
二
年
三
月
日
吉
三
十
首
御
会
1338
）

歌
意
の
近
い
「
い
そ
の
神
ふ
る
の
神
杉
ふ
り
ぬ
れ
ど
色
に
は
出
で
ず

露
も
時
雨
も
（
新
古
今
・
恋
歌
一
1028
・
藤
原
良
経
）」「
思
ふ
よ
り
い
か

に
せ
よ
と
か
秋
風
に
靡
く
浅
茅
の
色
異
に
な
る
（
古
今
・
恋
歌
四
725
・

よ
み
人
し
ら
ず
）」「
唐
錦
惜
し
き
我
が
名
は
た
ち
は
て
て
い
か
に
せ
よ

と
か
今
は
つ
れ
な
き
（
後
撰
・
恋
二
685
・
よ
み
人
し
ら
ず
）」
の
影
響

は
当
然
あ
ろ
う
。
実
朝
詠
は
、
院
の
冬
歌
を
恋
歌
に
転
じ
る
。「
間
な

く
時
雨
の
ふ
る
の
神
杉
」
に
想
を
得
た
「
時
雨
の
み
ふ
る
の
神
杉
」
で

あ
ろ
う
。

【
例
16
】
399
時
鳥
待
つ
夜
な
が
ら
の
五
月
雨
に
し
げ
き
あ
や
め
の
ね
に

ぞ
泣
き
ぬ
る
（
530
）

時
鳥
待
つ
夜
な
が
ら
の
う
た
た
ね
に
夢
と
も
わ
か
ぬ
明
け

方
の
声 

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
元
久
元
年
十
二
月

賀
茂
上
社
三
十
首
御
会
1236
）

類
歌
に
「
有
明
の
つ
れ
な
く
見
え
し
月
は
出
で
ぬ
山
時
鳥
待
つ
夜
な

が
ら
に
（
新
古
今
・
夏
歌
209
・
藤
原
良
経
）」
が
あ
る
。
院
の
詠
は
夏
歌
。

実
朝
詠
は
時
鳥
を
待
つ
こ
と
が
恋
人
を
待
つ
辛
さ
に
重
な
る
。

【
例
17
】
409
秋
の
野
の
花
の
千
種
に
も
の
ぞ
思
ふ
露
よ
り
し
げ
き
色
は

見
え
ね
ど
（
423
）

亡
き
人
の
形
見
の
雲
や
し
を
る
ら
む
夕
の
雨
に
色
は
見
え

ね
ど 

（
新
古
今
・
哀
傷
歌
803
／
後
鳥
羽
院
御
集
・

建
永
元
年
七
月
二
十
五
日
御
歌
合
1683
）

「
色
は
見
え
ね
ど
」
の
用
例
は
、
勅
撰
集
で
は
後
鳥
羽
院
詠
の
他
、

後
代
の
「
置
く
露
に
色
は
見
え
ね
ど
菊
の
花
濃
紫
に
も
な
り
に
け
る
か

な
（
玉
葉
・
冬
歌
896
・
町
尻
子
）」
の
み
。
私
家
集
で
は
「
五
月
闇
色

は
見
え
ね
ど
橘
の
香
こ
そ
は
ま
づ
は
人
に
知
ら
る
れ
（
大
弐
三
位
集

54
）」
を
み
る
の
み
。
詠
歌
内
容
は
全
く
異
な
る
の
だ
が
、
後
鳥
羽
院

詠
に
語
句
を
借
り
て
い
る
可
能
性
は
高
い
。

【
例
18
】＊
536
塩
釜
の
浦
の
松
風
霞
む
な
り
八
十
島
か
け
て
春
や
立
つ
ら
む

（
８
）

海
の
原
遠
の
霞
の
春
の
色
に
八
十
島
か
け
て
帰
る
雁
が
ね

（
後
鳥
羽
院
御
集
1102
・
建
仁
元
年
二
月
老
若
五
十
首
歌
合
1102
）

実
朝
は
「
見
渡
せ
ば
霞
の
う
ち
も
霞
み
け
り
煙
た
な
び
く
塩
釜
の

浦
（
新
古
今
・
雑
歌
中
1611
・
藤
原
家
隆
）」「
塩
釜
の
浦
吹
く
風
に
霧
晴

（200）
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れ
て
八
十
島
か
け
て
澄
め
る
月
影
（
千
載
・
秋
歌
上
285
・
藤
原
清
輔
）」

に
も
学
ん
で
い
よ
う
。

【
例
19
】
541
住
吉
の
松
の
木
隠
れ
ゆ
く
月
の
お
ぼ
ろ
に
霞
む
春
の
夜
の
空

（
101
）

三
輪
の
山
杉
の
木
隠
れ
ゆ
く
月
に
す
ず
し
く
名
乗
る
時
鳥

か
な 

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
承
元
二
年
十
一
月

最
勝
四
天
王
院
御
障
子
1411
）

実
朝
詠
は
、「
浅
緑
花
も
ひ
と
つ
に
霞
み
つ
つ
お
ぼ
ろ
に
見
ゆ
る
春

の
夜
の
月
（
新
古
今
・
春
歌
上
56
・
菅
原
孝
標
女
）」
に
通
じ
る
光
景
。

院
の
詠
の
三
輪
の
杉
に
木
隠
れ
る
月
と
時
鳥
、
と
い
う
夏
の
詠
が
、
住

吉
の
松
に
木
隠
れ
る
朧
月
夜
へ
転
じ
る
。

以
上
、
後
鳥
羽
院
詠
は
多
様
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
院
は

進
取
の
気
象
に
溢
れ
た
帝
王
で
あ
っ
た
。
古
歌
に
は
な
い
詞
を
積
極
的

に
歌
に
織
り
込
み
、
時
代
に
先
駆
け
て
新
し
い
表
現
を
縦
横
に
取
り
入

れ
、
新
し
い
視
点
を
開
拓
し
た
。
実
朝
は
そ
の
姿
勢
に
魅
了
さ
れ
、
共

感
し
て
な
ぞ
ら
え
、
ま
た
趣
向
を
変
え
、
恰
も
唱
和
す
る
よ
う
に
響
き

合
う
歌
を
詠
ん
だ
。
実
朝
は
「
詞
」
も
「
心
」
も
院
に
学
ん
だ
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

４
、
後
鳥
羽
院
詠
の
実
朝
歌
反
映
の
可
能
性

最
後
に
、
後
鳥
羽
院
詠
に
実
朝
歌
が
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性
に
触

れ
て
お
き
た
い
。
後
鳥
羽
院
詠
を
実
朝
詠
に
並
べ
て
比
較
す
る
。

333
山
高
み
明
け
離
れ
ゆ
く
横
雲
の
絶
え
間
に
見
ゆ
る
峰
の
白
雪（

365
）

朝
日
出
で
て
空
よ
り
晴
る
る
川
霧
の
絶
え
間
に
見
ゆ
る
遠
の
山
本

（
続
後
撰
・
秋
歌
中
317
／
後
鳥
羽
院
御
集
・

建
保
四
年
二
月
御
百
首
591
）

実
朝
歌
は
『
新
勅
撰
集
』（
423
）
所
収
歌
。
院
の
歌
の
詠
ま
れ
た
建

保
四
年
に
は
定
家
所
伝
本
は
既
に
成
立
し
て
い
る
。
実
朝
詠
の
歌
意
は

「
鐘
の
音
に
今
や
明
け
ぬ
と
眺
む
れ
ば
猶
雲
深
し
峰
の
白
雪
（
壬
二
集

2619
・
藤
原
家
隆
）」
に
近
い
の
だ
が
、「
絶
え
間
に
見
ゆ
る
」
は
実
朝
同

時
代
以
降
に
定
着
す
る
新
し
い
表
現
で
あ
る
。
詠
ま
れ
て
い
る
光
景
は

異
な
る
も
の
の
、
後
鳥
羽
院
が
実
朝
詠
を
摂
取
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う

か
。と

り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
は
、
承
久
の
乱
後
、
隠
岐
に
流
さ
れ
た
院

が
流
謫
の
地
で
詠
ん
だ
と
考
え
得
る⑪

『
詠
五
百
首
和
歌
』
に
実
朝
歌
に

通
じ
る
も
の
が
み
え
る
こ
と
で
あ
る
。

【
例
１
】
157
う
ち
は
へ
て
秋
は
来
に
け
り
紀
の
国
や
由
良
の
御
崎
の
海

人
の
浮
子
縄
（
184
）

浦
人
の
難
波
の
春
の
朝
凪
に
霞
を
結
ぶ
網
の
浮
子
縄

（199）
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（
後
鳥
羽
院
御
集
・
詠
五
百
首
和
歌
667
）

実
朝
の
念
頭
に
は
「
咲
き
初
め
し
時
よ
り
後
は
う
ち
は
へ
て
世
は
春

な
れ
や
色
の
常
な
る
（
古
今
・
雑
歌
上
・
紀
貫
之
）」
が
あ
ろ
う
し
、

歌
意
は
異
な
る
が
歌
の
構
造
は
「
う
ち
は
へ
て
苦
し
き
も
の
は
人
目
の

み
し
の
ぶ
の
浦
の
海
人
の
た
く
縄
（
新
古
今
・
恋
歌
二
1096
・
二
条
院
讃

岐
）」
に
似
る
。
院
の
詠
は
季
節
が
秋
か
ら
春
に
変
る
。「
海
人
の
浮
子

縄
」
も
「
網
の
浮
子
縄
」
も
後
代
に
定
着
す
る
表
現
。

【
例
２
】
343
武
士
の
八
十
宇
治
川
を
行
く
水
の
流
れ
て
早
き
年
の
暮
か

な
（
400
）

山
吹
の
花
の
露
添
ふ
玉
川
の
流
れ
て
早
き
春
の
暮
か
な

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
詠
五
百
首
和
歌
691
）

実
朝
歌
は
『
新
勅
撰
集
』（
437
）
所
収
歌
。「
武
士
の
八
十
宇
治
川
」

と
い
う
表
現
を
万
葉
に
借
り
て
詠
む
。「
流
れ
て
早
き
」
の
用
例
に
は

「
昨
日
と
い
ひ
今
日
と
暮
ら
し
て
明
日
香
川
流
れ
て
早
き
月
日
な
り
け

り
（
古
今
・
冬
歌
341
・
春
道
列
樹
）」「
ゐ
せ
き
に
も
と
ま
る
紅
葉
や
な

か
る
ら
ん
流
れ
て
早
き
秋
の
暮
に
は
（
千
五
百
番
歌
合
1647
・
宜
秋
門
院

丹
後
）」
が
あ
る
が
、
後
鳥
羽
院
詠
の
構
造
は
実
朝
詠
に
似
る
。
院
の

詠
は
、
川
に
象
徴
さ
れ
る
時
の
流
れ
の
早
さ
を
「
年
の
暮
」
か
ら
「
春

の
暮
」
へ
転
じ
る
。

【
例
３
】
601
嘆
き
侘
び
世
を
そ
む
く
べ
き
方
知
ら
ず
吉
野
の
奥
も
住
み

憂
し
と
い
へ
り
（
688
）

時
雨
と
て
こ
こ
に
も
月
は
曇
る
め
り
吉
野
の
奥
も
憂
き
世

な
り
け
り 

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
詠
五
百
首
和
歌
855
）

両
歌
と
も
「
み
吉
野
の
山
の
あ
な
た
に
宿
も
が
な
世
の
憂
き
時
の
隠

れ
家
に
せ
む
（
古
今
・
雑
歌
下
950
・
よ
み
人
し
ら
ず
）「
い
づ
く
に
か

身
を
隠
さ
ま
し
厭
ひ
出
で
て
憂
き
世
に
深
き
山
な
か
り
せ
ば
（
千
載
・

雑
歌
中
1150
・
円
位
法
師
）」
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。
後
代
に
は
「
思
ひ

入
る
吉
野
の
奥
も
い
か
な
ら
む
憂
き
世
の
ほ
か
の
山
路
な
ら
ね
ば
（
新

後
撰
・
雑
歌
中
1373
・
九
条
左
大
臣
女
）」「
い
か
に
せ
む
つ
ら
き
と
こ
ろ

の
数
そ
へ
て
吉
野
の
奥
も
住
み
よ
か
ら
ず
は
（
続
千
載
・
雑
歌
下
2010
・

藤
原
実
経
）」
と
詠
み
継
が
れ
る
。
後
鳥
羽
院
に
は
「
月
は
曇
る
め
り
」

「
花
は
散
る
な
り
」
の
照
応
か
ら
「
い
づ
く
に
て
風
を
も
世
を
も
恨
み

ま
し
吉
野
の
奥
も
花
は
散
る
な
り
（
千
載
・
雑
歌
中
1073
・
藤
原
定
家
）」

の
影
響
が
あ
ろ
う
。
実
朝
歌
に
触
発
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
消
し
難
い
。

【
例
４
】
604
世
の
中
は
常
に
も
が
も
な
渚
漕
ぐ
海
人
の
小
舟
の
綱
手
か

な
し
も
（
572
）

塩
釜
の
浦
漕
ぐ
舟
の
綱
手
縄
苦
し
き
も
の
は
う
き
世
な
り

け
り 

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
詠
五
百
首
和
歌
1010
）

実
朝
歌
は
『
新
勅
撰
集
』（
525
）、『
百
人
一
首
』
93
に
採
取
。
両
歌

と
も
「
陸
奥
は
い
づ
く
は
あ
れ
ど
塩
竃
の
浦
漕
ぐ
舟
の
綱
手
か
な
し

も
（
古
今
・
東
歌
1088
）」
に
学
ん
で
い
よ
う
。「
綱
手
」「
綱
手
縄
」
の

用
例
は
「
川
舟
の
上
り
わ
ず
ら
ふ
綱
手
縄
苦
し
く
て
の
み
世
を
渡
る
か

な
（
新
古
今
・
雑
歌
下
1775
・
藤
原
頼
輔
）」「
綱
手
引
く
千
賀
の
塩
釜
繰

り
返
し
か
な
し
き
世
を
ぞ
う
ら
み
は
て
つ
る
（
定
家
名
号
七
十
首
49
）
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「
難
波
潟
行
き
交
ふ
舟
の
綱
手
縄
く
る
と
も
見
え
ず
葦
の
間
も
な
み
（
玉

葉
・
旅
歌
1223
・
壬
生
忠
見
）」「
う
け
ひ
か
ぬ
海
人
の
小
舟
の
綱
手
縄
絶

ゆ
と
て
な
に
か
苦
し
か
る
べ
き
（
続
後
撰
・
恋
歌
一
709
・
京
極
前
関
白

家
肥
後
）」
な
ど
が
あ
る
。
院
の
歌
意
は
川
舟
を
詠
む
頼
輔
詠
に
近
い

が
、
海
を
漕
ぐ
舟
の
詠
で
あ
る
。
実
朝
詠
に
も
触
発
さ
れ
て
い
る
可
能

性
は
あ
ろ
う
。

【
例
５
】
659
神
風
や
朝
日
の
宮
の
宮
遷
し
影
の
ど
か
な
る
世
に
こ
そ
あ

り
け
れ
（
616
）

神
風
や
豊
栄
昇
る
朝
日
影
曇
り
は
て
ぬ
る
身
を
嘆
き
つ
つ

（
後
鳥
羽
院
御
集･

詠
五
百
首
和
歌
1091
）

院
の
詠
は
「
曇
り
な
く
豊
栄
昇
る
朝
日
に
は
君
ぞ
仕
へ
ん
万
代
ま
で

に
（
金
葉
二
・
賀
333
・
源
俊
頼
）」
を
本
歌
と
す
る
。
実
朝
詠
は
玉
葉

集
・
神
祇
歌
に
「
伊
勢
遷
宮
の
年
よ
み
侍
り
け
る
歌
」、
夫
木
和
歌
抄
・

雑
部
十
六
に
「
家
集
、
神
祇
歌
中
」
の
詞
書
で
載
る
。
実
朝
に
は
「
秋

の
月
影
の
ど
か
に
も
見
ゆ
る
か
な
こ
や
長
き
世
の
た
め
し
な
る
ら
ん

（
玉
葉
・
賀
歌
1067
・
藤
原
公
任
）」
が
念
頭
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
語

は
重
な
り
な
が
ら
、
お
お
ら
か
に
世
の
平
和
を
詠
む
実
朝
歌
と
は
対
照

的
な
院
の
詠
で
あ
る
。
影
響
関
係
の
確
証
は
な
い
が
、「
神
風
」
と
「
朝

日
」
が
入
る
詠
は
珍
し
い
。

以
上
の
よ
う
に
院
の
歌
に
も
実
朝
の
影
が
仄
見
え
る
。
隠
岐
に
流
謫

の
身
の
後
鳥
羽
院
の
胸
に
、
亡
き
実
朝
が
、
そ
の
残
さ
れ
た
歌
が
、
去

来
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
は
言
え
ま
い
。

５
、
お
わ
り
に

実
朝
に
と
っ
て
歌
を
詠
む
こ
と
は
、
直
接
に
は
面
会
叶
わ
ぬ
後
鳥
羽

院
と
の
伝
達
手
段
で
も
あ
り
得
た
。
実
朝
の
敬
慕
、
表
現
の
踏
襲
を
楽

し
ん
で
い
る
よ
う
な
歌
の
学
び
、
唱
和
的
な
詠
み
ぶ
り
は
、
定
家
所
伝

本
を
目
に
す
れ
ば
、
誰
よ
り
も
後
鳥
羽
院
自
身
に
最
も
よ
く
理
解
で
き

る
は
ず
で
あ
る
。

後
鳥
羽
院
の
廷
臣
た
る
帰
属
意
識
の
強
い
実
朝
で
あ
っ
た
が
、
臣
下

と
し
て
は
、
き
わ
め
て
特
殊
な
立
場
に
あ
っ
た
。
賀
歌
の
一
首
「
369
君

が
代
も
我
が
代
も
尽
き
じ
石
川
や
瀬
見
の
小
川
の
絶
え
じ
と
思
へ
ば
」

は
、「
君
が
代
」
と
「
我
が
代
」
が
並
ぶ
、
東
国
の
覇
者
・
実
朝
な
ら

で
は
の
歌
で
あ
ろ
う
。
両
者
は
、
人
の
上
に
立
つ
王
者
と
い
う
点
で
共

通
す
る
。
王
た
る
者
は
す
べ
て
を
統
括
す
る
。
人
民
を
守
護
し
、
統
治

し
、
群
臣
を
配
下
に
置
く
。
ひ
と
た
び
ク
ー
デ
タ
ー
が
起
れ
ば
、
自
身

が
罪
人
と
な
り
、
ま
た
命
を
落
と
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
責
務
と
孤
独

は
王
者
に
し
か
わ
か
ら
な
い
。
甥
・
公
暁
の
刃
に
倒
れ
た
実
朝
と
、
失

意
の
ま
ま
隠
岐
で
生
涯
を
終
え
た
後
鳥
羽
院
は
、
奇
し
く
も
悲
劇
的
な

運
命
も
重
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
世
で
相
見
る
こ
と
の
な
か
っ
た
覇
者
た
る
歌
人
の
間
に
は
、
精

神
の
あ
り
方
と
感
性
に
共
鳴
し
合
う
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
教
授　

日
本
文
学
）
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実朝と後鳥羽院

注
① 

今
関
敏
子
『『
金
槐
和
歌
集
』
の
時
空―

定
家
所
伝
本
の
配
列
構
成―

』
和

泉
書
院
2000

② 
斉
藤
茂
吉
「
後
鳥
羽
院
と
実
朝
と
」『
源
実
朝
』
岩
波
書
店
1943　

本
稿
中
の

斉
藤
茂
吉
の
言
及
は
同
書
に
拠
る
。

③ 

原
田
正
彦
「
源
実
朝
と
後
鳥
羽
院
歌
壇―

金
槐
集
と
新
古
今
集
成
立
期
の

和
歌
と
の
関
連
を
中
心
に―

」
実
践
研
究
２
1998
・
６

④ 

安
保
如
子
「
源
実
朝
の
『
露
色
随
詠
集
』
享
受
の
可
能
性
」
国
文
90 

1999
・
１

⑤ 

谷
山
茂
著
作
集
第
四
巻
「『
新
古
今
時
代
の
歌
合
と
歌
壇
』
第
四
章
（
角
川

書
店
1983
）」、
樋
口
芳
麻
呂
『
後
鳥
羽
院
』（
王
朝
の
歌
人
10
・
集
英
社
1985
）、

目
崎
徳
衛
『
史
伝
後
鳥
羽
院
』（
吉
川
弘
文
館
2001
）、
吉
野
朋
美
「
後
鳥
羽

院
の
実
朝
懐
柔
策
と
和
歌―

建
保
三
年
『
院
四
十
五
番
歌
合
』
に
つ
い
て

―

」（『
古
代
中
世
文
学
論
考
第
十
二
集
』
新
典
社
2004
）

⑥ 

①
の
拙
著
第
一
章
第
二
節
で
述
べ
た
。
一
言
で
い
う
な
ら
、
時
空
認
識
が

相
違
す
る
。

⑦ 

定
家
所
伝
本
『
金
槐
和
歌
集
』
の
引
用
は
、
佐
佐
木
信
綱
複
製
本
に
拠
り
、

私
に
表
記
す
る
。

 

ま
た
、
貞
享
本
『
金
槐
和
歌
集
』
及
び
、
本
稿
中
に
引
用
す
る
和
歌
は
、『
新

編
国
歌
大
観
』（
角
川
書
店
）
に
拠
り
、
比
較
し
や
す
い
よ
う
私
に
表
記
す

る
。『
後
鳥
羽
院
御
集
』
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
が
、
寺
島
恒
世
『
後
鳥

羽
院
御
集
』（
和
歌
文
学
大
系
24
・
明
治
書
院
1997
）
を
参
照
し
た
。

⑧ 

①
の
拙
著
で
論
じ
た
。

⑨ 

樋
口
芳
麻
呂
『
金
槐
和
歌
集
』（
新
潮
日
本
古
典
集
成
）
1981
頭
注
。

⑩ 

③
に
同
じ
。　

⑪ 

『
詠
五
百
首
和
歌
』
は
、
樋
口
芳
麻
呂
「
後
鳥
羽
院
」（『
中
世
の
歌
人
Ⅰ
』

日
本
歌
人
講
座
３
・
弘
文
堂
1968
）
が
隠
岐
で
成
立
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て

以
来
、
そ
の
捉
え
方
、
後
世
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
寺
島
恒
世
「
後
鳥

羽
院
「
詠
五
百
首
和
歌
」
考―

雑
の
歌
を
中
心
に―

」
国
語
と
国
文
学

1981
・
５
、
小
原
幹
雄
「『
隠
岐
五
百
首
和
歌
』
に
つ
い
て
」
島
大
国
文
18
・

1989
）、
伊
藤
敬
「
隠
岐
の
後
鳥
羽
院
抄
」
藤
女
子
大
学
・
藤
女
子
短
期
大
学

紀
要
第
１
部
33 

1996
・
２
）、
寺
島
恒
世
「
後
鳥
羽
院
「
詠
五
百
首
和
歌
」
の

表
現―

作
成
の
ね
ら
い
と
の
関
わ
り
か
ら―

」『
王
朝
和
歌
と
史
的
展
開
』

笠
間
書
院
1997
、
田
渕
句
美
子
「
流
謫
の
後
鳥
羽
院―

『
続
後
撰
集
』
以
降

の
受
容―

」（
国
文
95 

2001
・
８
）
等
の
論
考
が
出
さ
れ
て
い
る
。
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